
令和 4 年（2022 年）度 産業技術連携推進会議 ライフサイエンス部会 

第 30 回デザイン分科会 議事録 

 
期 日：令和４年 6 月 16 日（木）、17 日（金） 
会 場：1 日目／久留米シティプラザ 〔福岡県久留米市六ツ門 8-1〕 
 

 2 日目／八女福島散策（うなぎの寝床旧寺崎邸〔福岡県八女市本町 327〕など） 

主 催：産業技術連携推進会議 ライフサイエンス部会 デザイン分科会 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 

福岡県工業技術センターインテリア研究所 
 

【１日目：本会議】（出席者 42 名） 

１．開 会 (司会進行：福岡県工業技術センターインテリア研究所 本 明子) 
 
２．挨 拶 

 デザイン分科会長 岡村 成将 

 産業技術総合研究所  宮田 なつき 

 福岡県工業技術センターインテリア研究所   廣藤 祐史 



３．講 演 
 「地域産業の編集の仕方」 株式会社うなぎの寝床 代表取締役  白水 高広  

 
 

４．指示連絡事項・提案要望事項（進行：岡村分科会長） 
 デザイン分科会役員の紹介 
 経済産業省新着情報の紹介  

 「世界デザイン会議」が 2023 年 10 月 26 日から 28 日まで日本（東京ミッド 
タウン他）で開催 

 「我が国の新・デザイン政策研究」が経産省の HP に掲載中 
 提案要望事項 

 分科会活動におけるオンライン会議の有効活用について 
 「こらぼん web」の有効活用について 
 こらぼん web や産技連サイトの今後の情報管理について 

こらぼん web については、背景と経緯、外部有識者からの意見、方向性と 
今後について等、検討資料を提示 

 分科会のブロックと運営輪番の検討について 
  分科会登録者数、自治体数、運営状況の構成比に関し、検討資料を提示 

 

（※ 提案要望事項、運営輪番に関し、研究交流会内でも意見交換を行う） 

 
５．研究会 

 地域デザイン研究会 
 ものづくりデザイン研究会 
 ユニバーサルデザイン研究会 
 デザイン活用ツール研究会 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．ポスターセッション 

No. 発表テーマ 発表者 所属 

1 北海道の新冬野菜＜ゆきあまケール＞の 

市場導入 

高木 友史 北海道立総合研究機構 

ものづくり支援センター 

2 デザイン思考を活用したビジネスモデル 

構築支援 

髙橋 正明 （地独）岩手県工業技術センター  

産業デザイン部 

3 漆製品に用いる立体模様シートの評価 

（※ポスターのみ） 

関澤 良太 福島県ハイテクプラザ会津若松技術支援 

センター 産業工芸科 

4 伝統工芸品江戸べっ甲のべっ甲端材を 

有効活用するためのデザイン支援 

上野 明也 （地独）東京都立産業技術研究センター  

城東支所 

5 身体を前額面から快適に保持するための 

生体追従型身体サポートの研究開発 

餘久保 優子 

太田 翔平 

石川県工業試験場  

デザイン開発室 

6 ガーメントプリンタのプリント条件の 

比較研究の紹介 

池松 律香 滋賀県東北部工業技術センター 

繊維・デザイン係 

7 腹腔鏡鉗子のデザイン研究開発 橋本 晃司 広島県立総合技術研究所 西部工業技術 

センター 生産技術アカデミー  

製品設計研究部 

8 家具ブランド力の向上を目指して 

製品企画力高度化支援 NIKAWA 事業 

富永 由佳 福岡県工業技術センターインテリア研究所 



 



７．全体会議 
 研究会報告 

 地域ならではの特色で抱えている問題などを提起してもらい、ディスカッショ
ンを実施 [地域デザイン研究会] 

 ３D 機器(導入)に関する情報交換 [ものづくりデザイン研究会] 
 各参加者が現在の活動状況を報告 [地域デザイン研究会、ユニバーサルデザイ

ン研究会] 
 ポスターセッション(岩手県)の内容を題材にして、ディスカッションを実施 

[デザイン活用ツール研究会] 
 

 こらぼん web について 
 目的が不明瞭、必要性が分からない。なくても構わないという意見が多かった。

続けるにしても続けないにしても一旦、内容の精査を行った方が良い。 
 縮小して内輪向けのサイトに変更しても良いのでは。 
 サイトをより良いものにするには、ページを随時更新する必要があるが、現在

の分科会の組織でそれが可能か。 
 サイトの作り込みに分科会員だけが関わるのは限界があるのではないか。外部

委託が必要。 
 公式は産技連のサイトで良い。その他、気軽に話すような話題については SNS

交流すれば良いのでは。 
 公設試共通のツールとしてどのように活用していくか、もっと議論が必要では

ないか。 
 滋賀県の野上さんが退職された後、現在の状態で更新するのは困難。継続する

のであれば何らかの形で移管することが必要。 
 Facebook は特に許可なく、個人でアップしている。 

 
※こらぼん web の継続・廃止について、参加者閉眼の挙手にて確認を行った結果、
廃止が多数であった。継続の意向を持っており意見のある方は、岡村分科会長に申
し出る。最終的な判断は、次回（山梨県）開催時での決議による。 
 

 分科会のオンライン会議の活用について 
 今ある 2 回の分科会の開催を、現地開催とオンライン会議とで行うと良い。 
 議論する内容がないと行う意味がないのでは。 
 分科会の研究会の時間がいつも不足しているので、別の場でオンラインを使っ

て行っても良い。 
 運営側(昨年春開催〔オンライン〕の山口県)への意見として、「話を進める人の



みの話となり、雑談が生まれない」、「発言するタイミングが難しい、コミュニ
ケーションの難しさを感じた」といった意見があった。 

 分科会は 2 回とも現地開催で行うもので、その間繋ぎが必要な場合はオンライ
ンでやるものかと考える。 

 ハイブリッド開催は慎重に考えないといけない。開催の準備が大変そう。 
 オンライン会議を定期的に開催するとなると、運営側の負担は大きくなる。モ

チベーションの高い人がいないと困難。 
 

 分科会のブロックと運営輪番の検討について 
 均等に分けられると良い。 

 
 次期開催県の挨拶 

 山梨県産業技術センター 甲府技術支援センター（鈴木主任研究員） 
 

 福島県ハイテクプラザ 会津若松技術支援センター（遠藤所長） 
 

 HQL 畠中氏のお話 
新たな JIS 規格（JIS Z8541、Z8542）と機関紙『人間生活工学』の紹介。 
 

８．閉会 
 
 
 
 
 
 

【２日目：八女福島散策】（出席者 35 名） 

～ うなぎの寝床 旧寺崎邸 ～ 



～ 緒方仏壇工房（八女仏壇）～ 

 
 
～ 福島城跡 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



～ 福島八幡宮 ～ 

 

 

～ 旧八女郡役所 ～ 

 

 

 

 

 

 

 



～ 矢部屋許斐本家（八女茶）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



～ 伊藤権次郎商店（八女提灯）～ 

 

 

～ うなぎの寝床 旧丸林本家 ～ 

 

 

 

 

 

 

以上 


